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事業内容２０２４ー２０２５
１．市民と企業へ質の高い教育を～さがみはらＥＳＤ推進協議会設立とONE　STRENGTH推進
制度

２．地域経済の発展～多角的業種との相乗効果を活用した事業承継支援

　本年は、事業承継の法律相談4件、事件業務5件（2019年以降、累計法律相談45件、事件業務18件）を行いま
した。

３．司法アクセスの改善、経済的更生、女性や子供を暴力から解放～法テラス活用
　経済的窮状にある方の事件を法テラスを通じて21件受任（累計161件受任）し、その他相談のみ9件
（累計105件）を実施しました。そのうち、債務整理事件を13件（累計138件）受任し、女性や子供、障
がい者を対象とする犯罪被害者の支援は8件（累計28件）実施しました。

４．働きがいと女性活躍～ワーク・ライフデザイン雇用制度の構築
　ワーク・ライフデザイン雇用制度を５名のクルーが活用し、出産・育児・介護・病気等でフルタイム勤
務が困難なクルーにテレワークを用いたり、労働時間を変更したり、一部勤務日を減らすなど、状況に
応じた働き方をデザインしました。
　その他、残業の原則禁止とプレミアムフライデーを実施しています。

５．企業へのＳＤＧＳの推進

　　法律顧問先等へのSDGＳ推進のアドバイスを合計０件（累計22件）実施しました。

　　2024年には相模原市立清新小学校のPTA70周年記念事業として「ＳＳＪ～清新・スタジオ・ジャパン～30年後の未来へ、いざＷＡＲＰ！」を開催。工程と体育館に全19種の職業体験ブー
スを設置し、延べ数百名の児童の職業体験事業を開催。その他租税教室11件、各種学校・消費生活センター・市民向け講話など７件を開催。（HTTPS://WWW.TOWNNEWS.CO.JP/0301/
2024/11/14/759467.HTML）。2025年は相模原市立大野南中学校の生徒を事務所に招き３日間の職業体験を実施。また、弊所が関わるさがみはらESD推進協議会が職業講話を実施。
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総括
　

　LEGAL　IMPACT事業実施６、７年目となる2024年、2025年は新規事業
としては、PTAを通じた小学生への職業体験事業、事務所内での中学生向け
の職業体験の受入実施（GOAL４）に対するアプローチでした。SDGｓ推進
の一環で行った事業でしたが、弊所クルーからは小・中学生との交流や職業
説明などを通じて、自分がこの仕事のどこに意義を感じているか再認識をす
るいいきっかけになった、普段とは違う視点でも自分の仕事を考える機会に
なったなどの学びを得たとの声も複数聞くことができました。その点では、
クルー自身の成長にも繋がったいい機会になりました。

　また、この年は社会にchatGPTをはじめとするAIが本格的に広まってきた
時代であり、今後AIによる生産性の飛躍的向上、産業構造の変化、場合に
よっては社会の不確実性を増す始まりの年ともいえるかもしれません。 
　テクノロジーの進化を積極的に取り入れつつ、人間社会における価値を見
失わないよう常に原点に立ち返りながら社業及びLEGAL　IMPACT事業にも
取り組んでまいります。


